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§1　　1さし．か’ぐさ

　　Gくtま、クライ入トロン♪くぞマつ“ネいコこ／なと㌔）マイク

ロラ皮電暑麿、きr＝、近与のがン・ダイオード♪インノ＼隻・ノトリダ

イオード㍉FETなどの固イ奉マイクロラ｝灸倉ヒ動煮箸の月打蝋～

1＝至るれヘマイクロラ皮溌振器の特粧表現には、リーケ

ゲイアグラム・が用いられマ来7ご。一均翻辰曝1春三尭まに大

鴛非線百刎・覧似ア勧である1＝め、その特柱泉示

（chαrαcteriz＆ti・N）は難しt）。　｝こうが．マ伽ラ献於

、、てiさ、スミス・ろ肉一1一のようなイ影沁ナぶ回路の図式的泉琢し

が’可能であフたの一べそ熱を刑用しT＝り一ケ・ダイアグラムは

灘振器特ト蜷篇覇る一聯雛“葡紡淋して
久しく1穐いら’れて来こτご言尺て“あろ。しカ・しなかドら．チ見右の戸乍

与えられfこ謄1振繋のリーケ。ダィアゲラムを作解と可るに略ぞ夕溢丈

個の枇ら夕“ン入に短て覇辰纈ラ蔑数ヒ助勧箆

狽帳するかう非常プ誇叡欝し・灘謁碗たリ…　trt　”

ダ71了グラ∠、珊曜発振勧，路ら髄設証行
うことなと“1ぶ6台んど意式みら勇・tマ、、アδ、｝。

　　この，）　・k’！　U－、細継潴性乞幾イ鱒的・図式白ラ

表現マwポく、一細腕数式1こ叔観てろことを
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　　　試峠ものでわる9これがあ赫呈度ノ勘軌燭癸

　　　振番の特1・生・表∫見にネ隻雑な1ヨ式を必專、セ繋適，常の

　　　電各｛音一ST：t霊、トランヅ入タアδどの貧篭重力寺、ろ一と1司亦柔、に誘知翁

・ 　°　　の労％直で弓寺’ド三力桟表孟、’できるのみなら守ミミ怠，年、ミ色歩しつ

　　　つあるノ｛を与計算オ幾族8蒔を2采購可ることによリ、与えられ

　　　た溌訴（聡蚤から最九．囎力を傘」｝忠し得るような】回星谷4）’

　　　設計も簡単にできるδうにア齢τあろうりBi　T；、数式駒表

　　　現を適当にえら，Kミと、従来、タ9嬬吾数欝しT＝　Vfケ・

　　　9耀アゲう∠、の作成乏、宅十黛オ織処狸とイ羊用苅ることに

　　　　蕩マ導紬化される遂撹・しマ、、る．．

§2　　非緯ご形フドミ9ンヌ、の透女式的づ表∫見ヒ
L

　　　その碁礎的卸察　　．

ユー1　ファン・デ）レオ＼乳ル骸の葵才辰器

　　非線刷髄醜確最も碁礎白撚細罎墨
∂）ラ墨言｛斎6り瑚邑い1’EI、ファン・テフレ。珪、9－♪レによっ’て4了なオフ

敷、そ友の名で癒さ肌る號免分方縫式’1：∫って代表芝駅る。

この赫呈掠噛マ表わ｛れる発振器の碁本誌振

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
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雇】う｝更｝麩こにおけるニアドミ9ンKceソ尺式のように、周ラ皮k

数と電圧才辰巾の絶対但の自爽の関’♪叡としマ表

　　　　　　　　　　（1）
現、可ろキとが’マ“きる。

　　　YGωノM）ニー侃＋（Xvl▽i㍉IBωムω一一一（1）

　上式において・（㌔が負柱コン9“ク9ン入、砺が’電犀

旅存項、そしてDωが彫灘遜（春項て“ゐる．

　　　し力、し、！4委」こSしe尽一〇」そ》よう1こ、この脅て“1守一一舟隻の

発才辰器特柱を孝くヲ見てる1＝は！全く不禿／分でわ，て、この

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り一クドミ9ンス孝（急から裾られそ）リーケ・タツ1アゲラムと渓F祭

の癒～守辰．器のも（7）ヒσ）R呈に【守．、太きな相異がある。し糞かご

って、曳用的なフドミ／7＞入柏式を得bl＝IB、G）式を

Elらに一細阿る贈がわ菱主），

冒

㈹ファン・デlv一ホ噺編耀式を帆一細しした加に錫

ンク“欝赫賦がある．しP・し・これτも亜輌発脈器に

蓮L吊てる1；は不充・分一z　“ある。；のように、　日寺簡！頷∫或9）

非線駒う啄呈式としマ扱うヒ、言憤軸繁雑だガら云っマー椴

イしに限度ヵ“めるカミ’）甥似下のように」司ラ麟纐域で，

MbZ一般化がかなり鵜聖こなろ．’



z一ユ
発」辰．器アドミ9ンスの・一イ輩イし亭くf量ぐ

冒

（D式を一般化tl

Y幅M）＝一（Sr。＋（CT・tlB．）△ω

．　＋（q．1＋1βのM＋（（irvtlBv）Mユ

　　　＋（CTC，＋ゴBの△劇㍉侮1βご）△ωMZ

　　　→（αω2＋iβω2）△げ　一＿＿一

　　　　　　　　　　比⊥、
　　、

（，2・）

’こよ，）　アドミ9ン入特8トゴ：ユ：＼を表わ・誘ことを考えうρe）

却な、u）式の糠数を複瓢1二紘張し、△し。2の項

も加えてわる．更に、電励絶矧直Mが醜加λ

ることによリ、一．層、一兜隻’化τきるものと1愁われる。このよ

うに、イ也のコ奥をカnえ．rτ　1・Pくと、表式t・さノ叡｝慧になうがこ工負」獣

の増加にっれて、マ鱒がめんし“う1＝t｝　b。したが顎と“a）

項言て備嗣・し峨硬い叡マ・し蝿姻上問題が無、、
　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

　　　　　　　　　　　　　かを言周べ’ることt、本石矯観の

　　　　　　・一右呆是墓．て“ゐろ。
’　噛　　　　　　　　　　i箪1に承≦一才辰器と負

　　　　図1・　・伽接勧景謬本的
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　ダ

懲価回路林マ．次に、図1をより如祭的にし

　　　　　　　　　　　　　たものが図ろである．図1

　　　　　　の・1’ノそ抑▽D眠図2
　　Yu　のα一α1カ・ら”7i　”es　il；iv　T＝時

　　　　　　　　　　　　　ノノ　　　　　　のアドミ9ンス＼で（♂ωバ▽1）に

　　　　図2．　　変磯d二・汽）は飾
　　　　　　　　　　　・ヒ怒：振器との辞令度を

ラ夫良しマ、、る。　したが㌧て、君一君ノガら≠Lイ則を胤た

瞬の潮魏魯特樹ドミりンス’＼朔いユ∂M酪、

　　　＼〈／（δω，、▽、）二毒＼幻ω，1▽1）…一｛）

　　　　ヒなる。　）欠」こ、　α一（父／カ・ら左イ卿」を見7ヒ，日寺ξこ蔓才二、奪雪く

D

　　路の嶺‘こよる動躯受rlう♂隻族杖レと鯛・賦

　　　　　　　　Y！そ即D＝∠（YそiV」，　lvリ」

　　　　　　　　　　　　　　＝1（点Yぐ6　L，・i　1v，1））一一一一　（q）

　　・’泳わ・tる諌換えドっuてt｝、3一牌7悔
　　　　　が駄軸の同牽ガうのPtr　vビ宅シし9月しマuる。°翁く｝蕎り

　　　　　委ヵ果1守、その芳う凝用uると、う融て“モるカ・ら発
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才辰器身寺一小生アドミ9ン久1ま、

　　　　　Y／（」ωノM）

t；’ナ調）ち、

　　　　誌zY（画M）　　　’

Vじひ・人下考馨を行う・可うと、キルヒホ・ソフの清、

則ガら

　　　YむU。，1マD＋乖＝点穐ω，1▽り＋＼ん二。∴くの

を得う．負衡留力戸1な（’彦二6ドノβL）

　　　Pニ（tTL　I▽12　　　　　　　－一一一一一（6）

て”＿与二えら4【るヵ、t7、（≦：ろ（6ク式より

　　　売＼r9画腐）＋＼んこo　－一　・一　一　一　（7？

を得る。

　　ここ一Z”kり一ケ線図の描き方につl！τ融1ゐ、

等勧線は、O）式の腿一定にし”Z　，　eo　2　tSINLイ1：，’　if　－t！

1ヒ晴のYbを、スミス3了ドミタンス鼠上にフ90　．ノト臓爪

ば求さり、等周波数繰言、遡こρ）式のPを変

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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化ざ一tc！－T＝時の、縫アロ・ソト胴～、守“り一ケ緯」ヨガ・、

2rミBる。　　　　　　　　　　　　　　　　，
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　　　次に、（2．）式の危一イ蕊㊥穂P氷を知るたり

に、先，ブ、碁重菖とプよる溌建斥く藩を、フ？ソ・子了し・六くし，し罰ら

に沢めて紬合度補と億数（＆ab／Ge，　GrWZノ恥％

Dω2）の修復と、ゲうフを用いマ、言同べて9しるノ実際

に【T、穿（1のような亥易フ合分けセ4テプおマ信颪べ〉ているo

　　　表／　　　　f・k’：○印i守、老
　　　　　　　　　　　　　　　　尾智しトイ糸潜k乞表わし

　　　　　　　　　　　　　　　　ている。イ列えノi武A／o之

　　　　　　　　　　　　　　　　臥へ～｝一　Y6であ’ノ、

　　　　　　　　　　　　　　　　将振磐も牛寺ノト生フドミ

　　　　　　　　　　　　　　　　タンス略、
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一

　　　　4ω1幽　，一鯛一？　一

　　　　A
一　　　　一 働 一

　　　　4ω2　’
繭　　　一　　　■■繭●r　　6幽■膨

墜ゴな

劇　　　　一
鰯 し一匙鵠G

／い
噸／域ク 輌 一 一　一門一A

　　　4ω外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾

ヒなるこヒを示、じている．

　　　κD。！／v　N6．ケまで｛守、締令度り～≧の意味を

言1司Aこて、、る．そして、ハん．6～ハ／0，ノ1・で感、イξ滋｝隻命ω

から1うω之の竜ロ未を宅圖ベマ覧、る。》人下、｝リ象に宅兇o月

でる。　　　’
　　’ここ一（“IB、1▽12の工彦ししカ、老蕪しマいア（F｝、カ’ぐ

Mの蜘守、M㍉項胴様な竜味薦つたのに、り百

田香じZK⊃るρ　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　まズ甚礎ド鳩帷1の場合励ン・デい蒔

励灘辰器のワーケ綿図を下1曾｝に講．姻

フy“ミ勺禰N。．1多反

　　　　　　　　　　　　　　　　　R°　　　　　　一’

は、縫の剛：灘購’離儲由傭力）齢恥厨
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翻振周液数直線韻荷アドミ勺ン入緬上1こ畝た

boである。り一ケ線図の電力1ま、報大出が勧隊二

崎繍て“規櫓駝て

　　　　　　倉＝臨

て“ 昂くわしマある。又、q・／2＝＼（bとし、｝笥ラ皮．務〔」な色庄〕オ〈u

’

t辰」同ラ夜巻ぐ〔““ftキ各v（しさ　liべ7　K　）ろ。

　　　へ　結令度低2にっ、》て

　　．綿令・度り♂が変北可ると、一昆ε大電力が厭《澄

さ駅る点ガ窄9動可る（円の昂経が後イt育る）。それと

共1に溌訴ぐしア3u々輿∫戴も豪イじてる。（下薗）

　　　　　NOθ2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO．3

く1
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Gωの意底

NO．6°
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　　ファン・デ〉レ・ホ、しル範多考各訪乏器一にCTda　Jの工貝をイ寸カロ

可るヒ、つ）ドミタンスネ隻ま平孟）上にお・いマ、’需ノ王，▽i

冨良の直線は傾越憂九、そのイし蜘蒔欲箸

　　t



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　くラ主）
い、。リーケ系象（図上で燵、峯電力奪象」ま左応⇒ト翁’

傘・にグよる。このとき、晶づ程負荷イ共糸奪電力は、鞍、限大Jこ

港で増加するこヒにプbNるガミこの交云果は、他の項、特に

G〔1しρz　σ）工輿をイ寸カロ　ーei「る　こと」こ　よって・寺丁ラ肖2：1　しるρ

B▽の意味
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　　B▽1ま、フドミタンスネ賭斗面上におllて等周ラ葭遊気

線を等しい傾io直線鮮1＝’麩る。り一ケ縁図上

τ1一哉筈｝司ラ皮遊ぐ《1泉を全イ布的に、左～ZtT　7bに曲けト’る，

　ラ圭）　ハ／0．ノ～ハ！D。ぎのファン・デ）し／”爪㌧ル¶うの，易念・1ま・

と寄出加電・圧曲《、象上等出力嘩を力曲ξミ象一乞は一尉ぐずる

が臨の項をイ寸力前ると醜1春一敦しなくナ茜。．
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NO；　8

／2．

く3

　　免は、アドミ9ンスネ隻煮平面上にお、、て、鹿圧｝▽1

一
定あ直線群を放射状の直縛ぐ耕に守る。り一ケ翁く図

上τは、等ノ電力黍象匙方，ノ右非苅4紅・‘；てる。このt5、畳更

ナ㌧負荷イ共客お槍力惇暑、F艮匁巻でτ溶加了る。3た、

命ωと果なリ、不与定頒ナ成が生いる。（）父皆

宅定判別参服）。　　　　　　　°
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Bcの意味
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　　　　Bじは＼7ドミ9＞ス複愚平⑤上1＝みgマ、等喝徹

叡線滋射状殖線群に寸ろ。り一ケ繍動上て、碍

｝司液執緯の曲率糠茄馳る。

　　　　　　．虹
　’

　9，

　くミ

小　・

●



畔

く室 く璽

ユ：中 ：大，

　　免）zは、アドミ9ンλネ夏素平面上に齢いて」電圧

M一定の直線群を依物線群1こ麩る．ワーケ

《ミ泉図上マ・は、等電力奪豪を左応非女寸秀守・な三D月一Tl，i／

1こ・隻え、ろ。このGLv　zのイ智用1こより、”最大二負’衡イ共｛5令

電力1叡ある負荷にお・、1マ・録こ六イ直をとそ〉。等綾〕力喚泉

が三日甲孔職豪際の溌旅器の特性赫dフす

存めには、（勤2≧0でなけれ1丁“7｝嘲らナ8t）。

t
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Bωユの穗味

NO．11

陶

●

く3

曾

　　　Bω2、春、7ドミ9ンスネ夏煮平面上にお’n7、等．｝笥ラ皮

数冬象の間F簡を変化ざせる。’）一ケ冬象、箇上マ“1吉、等

彫鰍線欄隔ヵ咬瑚るととbに曲緑の蝉。

も・隻化丁6．　　　　　齢　　　　　・

　　　ハ！o．sのファン・デ）いホρ一ノレ勧狽」れ曜判爾く．

に、ファン・デ）レホ㌧ル約の淫譲辰器では昂大負御

供給r勅を発生する負荷が1曲線猶6て、驚激

e）燕、1こなる。しb、し、曇驚ミの発読辰量ミ∫ふ、一痢史に芝）る

一
つの鮪マ・最た博る．一方、等周ラ測軟線燗



／6

　1’　しても、ファソ・テ”）レ亦ごしル軒i／7　7sNlt、△ωこOl＝3t寸1毎寸

　　　る点、憶、倉し＝Oの直糸泉上1＝めるかご喫予徐の溌

゜

　　　さ欣器ヂでは、自由考さ4展同ラ1幾苓父奪象（4ωこのは曲糸泉

゜ 　　とアsi）、倉し＝D上とは帳らア8u。≧のδうに、フブン・デ）k

　　　オ乏一’し吾多1ま、弓之デ祭と、なフト目当dブ1す・蒙｝佳づ｝しヱ・｝ろ・。しヵ、し、

　　　ハ！o．亀6、v八／Oe〃のフト葬ナよイ添冶気1と加」し1Uべ釈斉縁tご

　　　近いドヨ式が吹暑一られる。

2－s∠　」喜定．判，9，iJ

●

■

　　（b）式乞解uT＝　li’けて“1・’IIIP、亦艮の辱定’ト生賂判らな

い．π’廿ら、葺ミおτヒ．赫とを口今味溶る必要が’ある。

　　嫉判別は、騰解力・らの綜父1畷イ紛翻
に丈寸する変ン分・方千量式

　　　Svllニー尺e｛繋鴇）iUiV、…（92

にょり4テrdNう。一可なわち、ギ1｝建」1；

　　　⊥d8M　　＜0＿＿一な定
　　　6Mo比　　〉○一一一不専定
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　　　　（2．）
である。

sg　3　　リーケ’糸集1図による溌譲辰」器卜

　　　　特性係数の宗定

　　発4斥ヒPt：v特’ト生イ悉遜しをり一ケ糸泉「弘を用いてラヲき良

焔柵、につu禍馳る。ここて’覧溌脈器胤生アドミ

9ンス斑しては、（2）Nの電圧の絶蜻値Mに関1
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幽れぐい9聾撫魏て劒識・の齢鵬およ踊鞠灘審
合婚佐醸斑じで規櫓ヒレ罎長浄6、Ao／Peが亀と・e（＝1より＋

ノ分未き、1齢にっ＼、マ仔変換麹奉の迩似式が碍られマ、13賦ミりsE・Nvノ

緬†フミ1腋のよう磯樹鵬購が1よ’〉　23・さ・・しさ肉鯨鰍、

き⊃ヒができゼい。° 　．　　　　　　　　　　　　　’

　し仁ぜり2、F？5ブ（？egtstive　（ノ9hunrヒed　J7unctiOn）モデルに

≡茎＞N、〈ジョセブソ）梯合の了ナOグ・シミ置レータによって、鼠護髄宿

齢のシミュレー三ション竃考ラ9い、動イ乍角年明の足がカ、りEっヵ喧｝，）とンt9⇒ト

舜壷臨しし翫らUtg．本瀦で1さ図αgerlelnによつて繧きれ
t’Nノアプロク・t・シミュレー」鋳窒1イ吏っマ周〉皮≧9e昆冶｝あシミュレーシ∋ンF行乙〔

フfく循界ド、ついて｛兆べ覧る。

2浪Sブσ袖伽dソShunrteeC　＝unc±i。n）モヲル

　多1ヨセブ・ノン撚の墓本麟式ぱ、よく知じフ淑て、、るさ二う1て）欠式Cl）ノ

（ユ）で与えられき。（9）

亀＝　zesinep

Φ蓄1言v（’it）d惣φ・

Cl）

＿Q⊃

こ　　こ　で●、　　工＄　　1ま舜≡≡レf≡≡弐≡垂≡雲」｝≡≡聖ラ灸ノ　　エc　l二£寺≡≡≡シ歪≡宝≦で沃ま　≡≡≡レB霞霊ジ1〒≡b≡≡≡！」ラテ査三，でtclK　き。　　ま層7≒ミ

々俘£っの超騰蜘彦視的妨皮動関数めイ鋪差であb。

ヲ1ヨセブソン舳3、諺、・嵌めすたあ，てレばuぎ図ド満よ強

1商単なモうリルガ使bれヨ。すち〔1bち、蕃合（“g（竃）、（ユ）式で沃昆される

甚縛蘇工舜癩蜘レ袖ガli二掃営翻し恥榊う・齢
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闇の電圧1v、常枢寺元をRとす

きヒ、エNはrN＝V／R袴え

られさ。　したがiフて、擁合茗涜

れき！全電統工は

z＝　r．sin¢＋着　e）

と毛rき♂〉のE」デ重ルE1？s：ア（」Pe一

s；stルel／≦腕〃厩乃．cftbn♪モテtt

1

図1　RSTモデル

Icsinφ

ルと呼んでいる。々STモヲルぱ、接合演積棚、ミ∫〈．擁合蘭の唐量しが

・
ii？ijiillZ；で63’うくF画鰍1型、あ1い呼ク・り・リヲ型に3萢用できう。

3、1rlvプ’・シミュ’レータ（ヤ）

か柚柵、Be〃馳鞠er！ein　1ミも羅恥轍鯉の了ttR

ゲ・シミュレタ鞭飢た．このミユレ9蕉従粕アtpク蝿

楡よ諦のω（｛°〉より蕩醐緻まで動乍させ3）とができ、PLL了

すロブによるもの（”）（72＞より出力蔵皮敏あ独定という点ですぐれていさ。

この了ナログシミュレータの71口1リク図乞図21ミ」耐。）れ全本で茜伝

導電流工己Sln中E貌≦生し、外廃「1すにしk拡杭R4丁ヲ1ヨeフソン齢の婚抵

ギ詫に封応レて、、う。

　⊃41シミュレー9n麗1こっいマ騨に述バき。　（2）式よう、イ立粗差φの

儒舗繍3彫V㈲毛直霰飢マイ尋畝う。無限瀬銚行筋
ごじ惇でき与いので沢のようσ枝宏ちしう。す鄭南巧、超伝蓼鹿流工ヂエノ

Bin（P匪々1欄レて2砺徽燧持クので砺観動レて副周期、

聾得咳畑搬’費も伽揮よ・・．伽差転図3詠す
よう区φK美「しマ三角波的区愛ろヒす5Vsで遣き換え5こヒができi。
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↓
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髄

5v
十

　FUP●　FLOP
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雪●69

図9．了ナログ・シミュレー97”　P　syク図

　肉「九Fわ1ラ、diフ、キ2つの／復顔（一ワ多〈ψ＜TE5）．

（Pt／2ぐぐぐ3T9（2）1：ノ分々・れマいる。4びど

の頒出或’にあう，b”t’；比縣で判断し、フリツ

フフロヅアの状態を変化ざせ、7ナVブズ

／ツナ’働乍動イ∫ぜ3。｝の・切ク換え1‡酬〉　　図3々とVtの関係、

VmdX，て’エワf〈L8に4竹伽K、一彪ぐ中ぐ％

で呼～4呼Vの積1分であり、フラ多く（1）＜ヨ磁では一V〃～積分と包隔さ．YEカDえ

k腰幽疲化劇≠積嬬〃錠撚鳥ご比すきL，　Ct　V’7dz！二鴨各

である。（李のマ’論で翰ま4物玖κたけ変化すδので発振の周浪1叡ヂtGt、

　　　　　　　ヂ3喰・　　　　　　④
　　　　　　杢量4V㎜R｝Gl　　　　　　　　　（s）

v
Vrゆy 一〇　■

1
驚

1

1

鱒πユ
6

π
φ

雷

o 喚 2 ユ
‘

1
1

1
1 o

一●　o一 一Vmαx
8

と4う。

多角弦Vロ（φ）i才正弦誤鰹1穿ってq紹1く比例すbig］iE～V2＝　Vsgn・

幌V／▽牌ζ）に変換され3。Vzは電圧動簸換器によラで趨伝軸

玉或蝋罰無）dt’＋tPL］に変換されさ．tここで翻伽ユ．
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／？z・二／OkΩ．　Cz＝　eo　o　o1万ノτ蔑定61そ．デ穴、　Vhax‘タγと乙ノ≒

ので曇4レbUaxRzez　＝／o’3　v／v！どとなき。さら8く常抵抗R乞lkΩと

したので．シミュレータの糊ラfi29！　Fe　＝r．　R／童㌔ノkHxとなさ。こ

れらのことガ・ら、シミコーレータ’てみいマ鷺流の基季’まノ勘4、電1至⑦差ミ隼、；

lkHΣとな3。

4、房1ヲ齢3，ミュし一〉∋ンの2「ラ去

々sブモデル謳本と乙マ、　／N”イ7ス電涜亀雛瞬鉱儲験
ヘ烹5途加えう⊃と1マより房1羨数壷告提合（勿了ナロク・・シミュし一うヨンも

縦う．齢抗臨ら勤3儲（融）欝働勺魂書βから加えきと

シミュレシ∋ンの茎本と㊥鰯賦1蘇のよう’cなき。

　　　　　　　　　　ハし　　　　ノレ　　　　　　　　エβ＋エt・＋恥工n＝9＋r．gin¢　　（6＞

　　　　　　　　農3癸v　　　　　　　ω
　　　　ごヘノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん

　ここで、　fO＝エゆCOS（ωtot＋cPto）．エs＝エs・C・S（ω。J2＋蛮）？・6ク，

熱雑者電兼あm2家平均」『　il駒ptrk　4f　mとき

Na二等書　　　　　（R）

でthう．こモで、魚諒りレワマ淀数であb。

＼啄騨のkぬ勧競工〃，動琵工・k闇痕数を乖5静々冷の乖

毛縣オ生｝劉刃受数：じ・1う），跨間も　i／2xナcで啄鼻稲イとすれ1コλ

　　　　　　　　　　や　　　ぐノ　　　　　　　　こB十しLD十しs十しh＝　ゾー←⊆蛭n　9）　　　　　　　　（q）

　　　　　　　　農ψ　　　　　　ω
、びエう．ここで、ガニニ≧。。cosぐQ．。　Z＋φ。），2s昌i5005ζζ2‘τ†φ≦）

で卯、旅辮搦翻uチ郷耐死．嘉ξ（砺）・「ムΩ暗くこ
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じができ｝。17淳総あ太きざち規格1ヒした量？・雅Wtノぐラメータと呼ぱ

Wt’

　　「－z籍　　　　（｝｝〉’
で羨力さM3。

Q‘oとΩ～との閣には．Ωta　；Ωs一四Ωωの関係がある。Ω訓‡損格

楓榊爾繊であき・〃ノ謝）脚・〃＝！纏禰給に樺す
き。　　　．　　　　　　・　ド　　　　　　　リ　　　ー

思演数ヲ昆合の閲療武（9）、（’o）芝解、、マv・㈹客求あ、その中間周競

教爾臨r㈲鰍惨硫脈お嬢倉1くよ凍蝿蘭亀鵬。
　双1＜亥椥糠の計算拭ち系す．（β）中間閣渋（以、後、工1i’ヒ誘トず）ムヵ

1広パイアヌ点・での撒分捧抗Ya毛肉謝〉げ’ダ〉ス’く持嵐振OS　bNN°Vzn

の電圧辣と考え3ことができき。したがフマ有能工F電力（PPt）a　uは．

　　　　　　　　（珠滅賢岳　　　　　　　ω

ヒ与ろ。　ミこで、麓～杭もπで．電力茗工8濤で規捌ヒしでいる。一ら、命

暑蕩の規格1ヒインピータ1ンヌE隆どすうと、有能イ謬電力（良）。v．は、

　　　　　　　　（Ps＞α琉＝辱ξ　　　　　　（’3）

匝ろ，露馬て信彫齢切齢俳がエgmガヒエ備幅膨の
瀦勧ド狸想釣iく4争チわれて、疹tしfくヒきn妻辮クび、（ノ効C／∋）よ

り・ 　　　η＝繋ご＝毒磐）2

　　　　　　　　　　　　　＝暑（総y　　ω
ヒ穿う。

　欝鵜昆倉切場！らK1す、7i　ilili！1［・P“・？ssii　1〈　ilフてそ切差調族で振幅嚢翻さ弧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置
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て、、ろblえう）とが覧でう、て戸訟力theEt　Vza「≠、バイ了ス電兼乙B　1ミお’

けき鹸謝し乙碗ω，ミ姉B変イヒ0勃合（δ96乙ω）isとM了XR，，て・

の撒なお♪び桔考振幅e5に比伊1し．

　　　　　　　　匠F；raτag（≡註b）しら　　　　　　　　　　　　　　　　（’ら）

　　　　　　　、
し与う．

　ユれもQ4）に、代入・すさヒ、愛傾拗率ワ1享

　　　　　　　　n＝総1（鋤」　　　　（iの

で欄で55。

　澁㈱紺易ノ含1＝ウ、差激須塗・に封前させマペイでス彊流≧Bにあ竹

3信号電流τ5に対すき直流1電流乙図窃ヒ率（・∋e／oし～）こβ遠導人ずきと、

撫降？ぱ　ワ＝暑r融」　　　ω

しvろ。

　＞i（K、謙数1鈴n郷ヒ回路ち図4に示す．べ／了ズ彊1流TB，局整電飛

宝臥錫電藏、欝が繍鰯弧暇甑そ傭砂レて加ltiis　t・〈　r〈

6麦、lT毛】mAの〕劉倉・で電彦電流変換されシ三ユし一夕に加えられ3。

M

iS4∠←肩詠ラ蘇遊席ヲ昆倉シミフし19　・フ・・口Wク図
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1），　r．、琳践の雛恥レて、轍蹴鋸ちイ姻レた・紫縮

thの薬生1原として、帯域幅肉でスペフみラムが平坦なランダムノィ天発

・生易＄を用い7そ。

　≠多合吻端ヲ聞畳勧工π成冷鹸公ず3た勿、アナロク’tアンフ・を用いた。

斜、信影して醐倣錫械髪で・あ旅の、了rpフ・編雛紬冶

の捗て闇疲紐倍堤合右行｛メい、得ら寸4k中間周波電耳三参昌熱諺として

口Vl　7／ンアンフ゜にイ拷合レた。

9．ラミュレーション面結果と挨封

　図5に熱雑音も編Jて入れたと，さの

甥飛脅圧物生4し肩切孝うまクm｝うす

琢ず。力畑蝦広r＝O，OOらじし
ψて’以コFぐ07iシミニz」レー　≡ションEfテな：ラたo

「LO・○。引3、（ll）よつ丁＝4・2K，

工と二3与μAの揚合に相当レ蜘
図ち　　τ7に」3牛寺昇生の支まり

渦
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遺ρ

0．5

　　　　　　　　　15ir奮　20

図7．0）欠β呼備さし。のU。‘こ封

　　す3臨ヒ
齢K力、、て浜く得られδ値であ

き。

　ヲヨセフソン窃合に高周波三力0

えsヒ、葡麓騰牲tt〈ゼの周　　　v　　　　　v
　　　　　　　　　　　　　　図9　躰5皮ラ昆合と2逓借三島合のしhOt
族1くナ掠1でう電圧で1ヌテリフ・6N”生　　　　　　　　　　　　　　　　特柱

じう．鍋徽暫し碕ち峨猷家した腰の叙豹知変イ助あず

毛図旅示ず．外伽・励え癌微電動闇轍槻拙仁味0博は
0．／2ノ：殼定し乙’各。

沢’ミ、nげ＝・、・96　di　bき、0＞rc〈テ’ク7・砺さの変イ謄燃漣し

て扇飼波箆涜じげ吻1習孫客示レ1らのが’図クであき。Zげを0から沢第ノぐ

クく、きくす5ヒし◎聖手徐々に承ざぐ午り．．LhS＝【．llて碇。＝0ともc3。さら

に♂げ電／32？・01こ夷う．双痩．｝賓芝擬つS9プ　J　Lが’bke、った。

一 5。1　工F出力電圧特柱　　　　　　　　・

　エF出力電圧V詐切塘牲から、甚本三齪合と2逓櫓昆合砒褒しょう．

ここ酉乳局発融詫数Ωψ＝αD96、甚本ラ艶論め揚合擢窃破数Ω♂

・、！・6，2鍛の需合Ωs＝・、Z・之しし、姻鵬数Ωta＝O、・ノD
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’　　　　　　　　　　　　　　　　＿　t　　　　　　　－　　　．．　　　　　　　　t　、
’bレで＼、i蓬本波齢舵慢適な乙ム・（乙・が約α与ど誌幡謁猛

娠移ど、定駈ズテリ襯に17〈｛　“dl’エF勤欄岨訟と姻8ω

に尉．祠殖夘め1尉し212knca合の齢棚様硬駈ズ〒り燗
で工戸出力電彦が碍ら玖う。）れを図9CD‘で示す・さら1：乙∠・o　E　O；］？ス

テ，〃フ吻房さあが0！ぐタ3孝7加えたと94ヱ万訟力霞圧列ようず客図

9　Cc）．（d）　1：示ず．（c）ぱ齢涯齢・（d）は2齢齢暢合で鉱

ここマてヲ主目すべ昏〉レ172危倍三昆合の傷合に浩ペイアス電圧し偽二〇で

云ぢ望工戸参力電彦が碍られ3勿κガレ・ノ茎）秀痴齢勿揚合！ごノIAく得ら

蟷、良ヒである。OL．＝　o．・61s　lcslyしマ行偽たシミ＝－e－sヨン

で棚ぬと縮え六．ma¢sgAz！＃、1］e　Eo　1：　’7’　5．乙ωが髄魁な

う。；atk長ig、）と翻混合誉けに71RらずカPtわMが4予7フた！D♪穴ま？’・

の雛倍湯合すバマ1て身られ｛36の7あδ．

5’－2麟死率n凌り昆
k．s電藏肋之彫き直涜エーv特椥昆駈zテリフ・嫡さeNs，

　　1。

08

・ os
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そZ：ヲ‘タル耕算機ド；5樋鋳琢（／の

功どハ！措bレマステ〃フ吻高さ

の変6とガ最穴とな3逮う⊃れらz
　　　　　　　　　　　　　　　　O．1
桔号4｝イ立相差ち殼定できうがし、りつ

れカれの了ナP7”・シミュL－9

で厚ヱつs＝ノレ0‘ρとすろと2房ξ多

か融レマ足電万スラtyコbの変4ヒ　　O・01
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　3　　5　　7N　g
zz“Eb　xg吻で・oヱP＝Rs〃oめ図舗露譲驚お1循流鰍効
20しして奨験窪行亨っ夜。〃〔が奇教勿揚合、電涜変va切　ica　1で対ず

う備粧があまりf9い⊃ヒ齢ら．）tOの大きさノ誘茎本波混合のとき6η最三直

なL乙o（Zpが系勺0ごヲie1：なる乙ムo）’マ宅曼定し、繊〉笑数で一定と乙ノた。

手f〈、イ禺数〉魅楮混合の湯合、勧毬レ穴よう，く二の乙ωが最画直で，ユまい

燗畷砿撚助謄癩銃蜘率観1尼レた。
　1Vが舷刀揚合1で注且す5とsハ／＝∠3吻とき、0丈ズテ，〃フ・と7亥ズ

テリフ。闇の・顎戯で最六の電流加ヒが見られき《；7i　1マ封し、ハ／E5、7／9ヒ

木きくしていくヒ、最六亥化ち示ず轍ゲ高沢ステ・リフ。1間へ移っていくこ

Zバ巾ガっf－N。）のようすも図しOに示す．　　腎

　ハ／が偶教功蝪合、最萢窪しゅはL。｛1．Oレすき値Flあ3）とは莇仁逮パ1た

ヒ＄！）であ》。：函レき駕＝D、O∋に封しマ足電圧ズテリ予が偽ヒす5よ

うすE図日に禾す．呼お、祠晴kNが荷数の楊倉にフ・、て多ズヲ・・ノブ噸彬

詠U軍、微齢紛噺“’り囑じth　｝うす綾腸ル曲膿

苓らK．図「iか功明らefx　｝：うK、らEOにすうしし。‘i灘個霧桝う。
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Analysis　of　Arbitfarily　Shaped　Hollow　Waveguide

　by　the　Improved　Finite　Element‘Method

詑丙稚駅　　畏、亀粟卑　　やス℃曳　　　（渇d≦蔵斗ズ潜、

Masatoshi　IKEUCH工，　Hideo　SAWAM工　and　Hiroshi　NIKI

　（Okayama　University　of　Science）

1

　We　present　an　improved　finite　element　method　for　calculating

cutoff　wavenumbers　of　arbitrarily　shaped　hollow　waveguides，　and

in　the　convergence　characteristics　we　compare　it　with　the　usual

finite　element　method　and　the　finite　difference　method．
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をわモード閲数の畠突項まz“2　ZP．乏れ5の
一 次紬含によ）て表わL，物紘面上ず入衆ラ曳との
整e2取訪宏て“あ乱。こz“ば、モード嬰数の
噛異点、を物膝内部に，その形状を塔薦、乙マ多数分
布させ、Zの各々0点を喧一の疇異点、とす融う
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問題で1よ0次二第2腫Hanke12閲数1の一凍糸舌合z“表，

わされる近似浪勧閲数乞境界よz“入動波と最小2
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い紬果が得3れないが，ここご述ぺるお該によれ．’
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3れた灘堺よソ遵少な鱒最閑項数て繊めSA3
こヒ、またさ5ぜ》’2街駐導！体のよう右比較角複



維な形をした物体にっ・いてt．　　　　　　　　　　　　　　）司一〇手三表によリ
散乱衷バターンが容易に求め＄Kることセ示す。

2．本宏の理論
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E2（P）＝E．1　jkCx（eosbc＋5Sc，、ei）t　ω

TES y P（Xp、Yp）

S＋ 呪（P）

●

E麿

「S口

職、琉）

■

X

t32

t容1

t訂

図レ散孔導㈱と麟瓢

　　　　　　　　　　　　　’2

－＿　一　＿　＿一　　瀦ゐ一賦鳶．＝一．＿．．．　一曾
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個の点、Pt（遜，　yt♪（VPt∈s－）を取り、　　　　　　　　　　　　　　　　乏の各々のPt
を唯一の特異点、ヒし、かつ外伺放射条杵と諾足す
る（2）の基本解l

y，（P）＝瑠1煮咤（P）〕　　　㈲

醸鵠、ここど・幽姻は゜次s2種の瞭・
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毎鋤徽笈により求め5れt2　¢titec／en＝z．。／とほと

んピー致する紬果が得3れZv、る。こ（AことにX．　’．

　5
β4

、
σ3

bA

　2
1

0
，

ら
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　　　　　　　　゜萱な笏　　’一ノ蟹〆1て聴’、　j，’・

4．　角柱4勿・体に，よる散乱

‘

哩

a

1図R．ωに示すような角柱物体ん・Sの散乱界揃
節ご胤婦菰を用レ、るこLができる．この場合．
勧率（Dよv・算該としで、）く軸と誓車虫しこヌもするヌせ遜爪

飛生乞利用しZ．図δP．（4，Z）t・N．・（．6．4）に1承ざれるよう

な匝9っのλ身奪モード＆着える合．3盛が’あ・る‘2｝。　・

：11　－1
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争責わ9，λ蔚平面刃父を

El二去㌫Eぎ

＝
粛11零（θδ》＋1－’）削ξ（疋一θ乙）

　＋←り哩弩‘π｝θこ）＋‘一り倒埃δト叫（17」

なる囚つす）モー一ドの和or形・におけば、入鮒タ皮の対

瓠性δごジ，名点、に杏ける展閑・原数芒囮つハ対称性・

を芒っ値に分嶺裾こ閾しがz“eる．・す・なわ＄，飼

一㍉℃二丁／4ま，2“の展閑係し数左4回求めることによ

，！．全ての展蘭・係数b毛（倒2・一つ丁）を求めK・
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㌧
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駅L“，全散制衝面積レこっ・・乙，90fa）と駄娠
めされZvへる結衆と．本’｛論文・ご永したさ3去ず針鱗

した紬果を民較した勧である．輸図よリ嘔

わかる。こc）甥倉2象孚埆諌差は，1％♪1し下iある。
　図／・lilt　・准菟の6・向乞伽た2角柱善孫屑σ）
醜し波ノN・　tS7一ン舷めた勧である（6）。このよう

に・比戦角複維！講拭による散脱溶易L轍値解
析ガ音6ミとが1らかク友。

1

、

o

！
db

，
鷺‘・

働

、“曹

f／
’

0．

7G

d

θ

　　丁司20　　　　　　　　　　　ロコねへ　　E＝0．46（°1。）

　　　　　　　　　　　1二1昏

図tO．　2．角オこ主葺体＼の孝謬（・多L》笈ノsvターン

皇
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51・むす一tIIN“

　散乱簡題on数植饒析上の諾閣癒，とくに数値計
蜂にお1＋る瑛算晦闇と寝菊該差左改老す，る＿6段

xし乙幅油佑君櫛隔基本謂舗v・z軸界捨
を展閑する65去にっv、zのべ，　芝の福1勲性を．
Dδπ躍問題にフいZ爪した。今イ麦は！～飯轍澗融賦・：i“

誘電・体柱のよ3なさ5に一般函な境界イ直間融パの
応隔な鉱’に突蘇角プ㌧タヒの比藪撫並お”こな　瀞
）予定ゴある、，家た　本論丈ごasド1をξ広ゴ悶題　　．

Xなるりは一4領蔦のβ4Z“あP．現在払髄
配齢釦のいZの瑠謝喉書乞a，？初，老・の　1
縮衆は劉常良ガ報萱さLS　2項く予定ごあろ、，
　素葦なが3、終始癖指藝、稗換健，㌧、たガく同走♪

紅蝉滝轍教撫潮急腿し討，　　　・欄
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利得増加用誘電体板付平面アンテナ

曲村負彦・仲曲秀基

　　　（大P反大誉　基礎工首諦）

彰尾嘉彦・噛し本剰支

　　　⊆摂南大噂　工誉書P）

　L．　まえか’ぎ

近年高利得アンテナの」、va軽一S　4L／bN“．1目駅、

マイクe又Fり・yフ゜アンテナの研興が’活発1こ14’〒なわ

れて＼’る。この種の’アンテアには、普遍、マイクロ
ストリッフ。欄アンテナft〕’ 、　マイクロ711ト・リップ。ライン

スロッF7ンテナal、マイクロストリッフ。ラインア

ン‘S・　r・　B〕など抽る．フリン陛板は、軽量で狙

が容易であリ、薄型のア〉テ±E作ることかでiる

と“ラ特勧塙る。轍はこのちのマイク・スト
リソフ゜ラインアンテナに・っいて、すで・に研庚、発：表

し7をた。

　また、高利得イヒ芝はかるため1こ丸、，1、反射板芝取

り入敷た横造のシ∋－9ノぐ・ソフファイアー了ンテナ（“）

がある。シ∋一ト1ぐッフファイアーアンテナが・高余1

得Z“Mることを討の1噛反射帳闊の維反射姥
えアンテナ列茎形1永し唱てこ淑よリキ旨向、1生の向上竃示

訪法く5〕糊唖上囎藤分嘩凧、て輸、Eto
向上琶示すら法〔b〕などか・おる。

　　　　　　　　　　（【）



　本報告書で応、ショード’ベックファイ了一y》テ

ナσ》構造に対比す、ると、大寂ゴ射赤長、6・よび」波1源に当

たる部分にマイ・フロス・トリ・ッフ゜ラインア）テナ8、

糠豹板に価bつて誌電魯板芝もっ斜得増加用誘電
1体撮．尉平面アンテナ、にっ＼・て、原｝里遷説明し、あわ

tヱ実験康結果、煎誘る了ンテナか得ら淑たの
で報告する9

　2．利得増加用誘電体板イ寸平面アンテナ

ここ娼ま、．xず2．Lで緬波の誘電体の入Ptgg
え、更に愚工七の誘電体1帳への平面波の入射芝考え、

それぞ収の場合に皮射・焦数亀求めて＼・る。2．2．で奉

：9ンテナの重Z）作につvて翅ミ／N“て＼・フる。

　2．t．反射孫数
’

比誘電率・昏芝もつ誘電体Aの平直〕波の入射老」ぎえ

る’と界面に於ける反射焦数縢は、

　　　冒キ1櫨藩熟，或1綱（1）

乙示亀淑る。忙だし、λ1き」添イ寸工淑た文魯びTE波

また．隊TM濾に鋤応すること芝添す言己号とする。θ

は）＼射角度芝、㌫時誘電体肉聯での透過角度芝示し

図2L，（ハように定めら｛れる。

　）犯に厘tt、比誘電摩εヒの誘電体板への平面波の

（z）



入射箆考之、誘電体板由部

でσ）珍重皮射芭も考慮一した

誘電体板の反Ut係数　PXは、

　銭二　　2謄　　　　k2q）
　　　q十督りづq－7x≧）c赫中

　中・＝k∫犀tCoger　　　　　　　　（2レ）

蹄騨る魅だし、kは
自由siLn閻にさ腎けるイ云搬｝赴数

で去～る。一’ 般にeu恵θの関

数で複素数で蕊ヅ｝β4≦1で

おる。

　特にtニXε／4（λε：誘

電森質浪是E示すこととす

ろ。　）の誘電体板E蒼え、

平面摂の垂直〉＼射Eヲ誉える

z、　e＝ev＝oでφこ冗／2
と葎る（F＞で偏）“に無関係1こ

・P。二1－’里

　　ltfE．
〈）a）

図1．平面液の〉・反射

zFsり、誘電体板の風射係数Poは、

　　1－CrP。＝

　　1＋Ev
（3し）

（3）



とぼる。

以下の説明でs・lt　．　P〈｝tt＝Ad／4の誘電体板緒

えろこZとし、繍角度θ、傭魔無関係に垂直入
射に於ける艮射係数9で反射孫数芝衰わすごヒとす
る。

　之．2．原理．

図z㈹に討ように7りント基TR・tストリップ・導
体感地導・体による、イメージ琶ぎえ図2〈5）のよう1こ原

点上1こGiemen．＋　fαct・y　xしzsin（kac。sθ）Ee・・っ専価

指向性放射導体A。O・’　Ilsるt9一えらuaる．　Eだし、フ・

リント基板の誘電体亙無ネ見するこ’乙ヒし、　（λ＜＜！loな

のでL（λくく1となy、

　　　sin（kαcose）≒kαC。se

z．蕊けて、elemen．t獄dbrほcos　eとなるが、簡単に原

襲説明するたぬここで1撫指向性の3皮）駆燥鳥
に蕊くことにする。

　）実1こ図≧（のに討誘電体狡1こ対して肉部での縫
．反射乞も麸多」亀した反身寸係数trS、　tミ入e／4のと乏式

く3し）のPoで眞えられる。これより、図2（（λ）に示す誇

電fuxi±g価的に9t無眺」、の反射係数P。　E　tつ反

射膜ヒ八z図≧〈b20」よ季に置赴代え5淑ると仮逼す
る。

いま、re9’ts　t誘電職礁霞にXl＼・e　・tとす

　　　　　　　　　　　く4）　　　　　　　’



るY、誓価放．射導体A。よヅ放射tレK尺電磁浪は、一

部騰価反射膜魑過し、残ジ1城射し工鱒体で全
夙射し、再び一部1‡等価艮射膜箆透二遇，し、残ジは反

射する。　この愚程ミ繰リ返し電石ゑ5度t＊〉タこ々’と儀r“lb反．

射腰礎過して、地導体曙イ敵射膜臨で珍重R射
して＼、る電！石菱濾遺し1三ごY、に減衰して＼、くo　このとミ「

辱価1支射膜の皮恥づ糸数e∂“’i〈，乏Y・程、珍壷艮射の回

数1函い。この多隻度射の様うは図2Q（⇒に示r．gel．，

櫓画性D5さ讐価彼射導体、40と警間鳩ユ｝しで並んだ等

価艮射膜ら反射係数P・で乾まるテー’？状に振幅分布

一曹雫¶¶「

）じ

誘電体板

　　　　⊥
ψ　　　t

α

τ

　　　　橘7。リ〉ト碁板

〈a）

　K

　⑥

図2．原理の説萌

（⊂）

（5）



geっ吹元ヲレろ’ら粛め弾る。
　ここ一ご、　♂等イ面放身：「導体A。の轟噌宝と工。t’するヒ名・イ

メージ導体A孔の寵幅蕊1き、

　　　In＝〈“e．）aT－。　．　　　　　　　　　　　　　　　　（4う

ヒTsる。　このと＿1拍宿い｝生，　Dは、

へ＿　　　　2F（le．）Fあ、）

D＝v ∫｝繭s翫ede

　モレ　　ヒバ　　　　　）mY．F（e）鶉工ne

Ψ＝2kヒCo5　e

（tra）

（＄）

G（；）

と表わtれる。地尊体’乙等価皮射膜との闘幅ヒ9
λ。／之（〉、。：自由・堂圏液長・乙する。）1こ謡蛙｝3くことtする

之各素｝閻幅がZ玩＝λ。とな9、　】）文元了し一の格

向性ワは、e。ミ0の正面方画で’、

　　　D＝難」難弄二1≡ξ辮鴇（6）

　　　　ロニゆ　　　　　　　　　いニむ
ヒssi’≡しら産しる。　丁三Tこし、　1島1く．1一ご猷一るo

“ま、口砿も帷1こ文航て←鍵→o　z　r＋　y、

　　　D＝卜負　　　　　　　　　　　　　（7）
　　　　　t＋鬼

（6）



受：なろ。　≡さこ，（∫r）に　iecl，（≡｝｝））芝L　K5ミ入　して

卜ε℃ ⑧

bN“1得ら赦る。

　ここではA。ガ無穐筒性Z“Mるが、愛縢1こは稻向性L

渡漁・踊ぱ指画性1耗代比佑、〕し硬に増す∴
結局、比諺電こ摯昏o夫モ＼・話電体板闘＆用v’るこてで

よ9高い輪向1㌃生覧もつ了）テナE1PtrるこYに犀る。

　3．アンテナの構造
　ここで荊唱珀加用誘電体板借平面了）テナの構）宣

覧図3に示す。　マ〈ク、コスドリ・yプライ》（糸宗路イ

ンu・9　・一タ㌧スム＝5－・○Ω）のストyッフ・導体こク♪

ンク状｝こ霜リ曲ザ、全体として1取元アレーアンテ

ナ箆樹挟し、xo賠⑩利得増加用の論電伽液冠両

　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　騰嬬
㌔ノ髄鉢旗／7。り内

七㌧

一　　　　　　一　　一

■

　一　　泌o
騨8

w 望

160

図3，・利唱増加痢誌電鉢枚付平面了〉テナ

（7）



側の金鳥板．で支籍して＼・る。　こ①とをクランフの1

辺．α長t竜約学線路液長に選び、茎力h①偏波のア

ンテナとして動作工せでいる。7ミだし、図3は幅W
z）“，　9・執似下のz　＃一　Ot図であり・箏眼大．泡想定い

行rsう鱒ミ験で1さ、160　taMXqOOmmの地導体板、
言蒼電体．廠箆イ吏田し　、　160talr、N　X（10mv，sのマ5フロス

1＼リッ7・ライ〉了〉テナで地導体板に耳又リイ寸’ナて4〒

Nった。をE、誘電体板電支靖する爬めには、両側
σ、金属版（h代sわりにA“一フラづト’で作った．スA・一ガ

ー 覧用いた。

　4．実駿結果
　実験1こ1叡フ・リ〉ト基狼REXQLI正杵2z（εv＝2．53、

厚，工0．8TTIm）茎用い1毛マ、イクロストリッフ゜ライ》ア

ンテナと言念電体板’tし一て゜布呉歳（ハ了クリルオ反Y，：ヨ“ラス

板芝用Y・た。まE、誘電体板の比誘電率Evは測麺よ

リ、1恒に2．64、　4．30で1hゐこヒぴ巾か，た。ま
ず、∠トel．で幅囚ミ900Mtr，1．∩と乏、2種類の誘電体
　　　　　　　　　のロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な

板tこつ＼、て厚lt、馬tyt．E種！≧変えてその匙向騰
1｝生芝Xべ’ンドーご3貝雫走し寸し。　∠卜．2．一ご［意中畠w琶（｝Onmb、

ら㌻8MbiまでR　rnWt　7“ラ変えEとミにi司様な測定遷4〒

ぽっF．一。

4．1．　Wミ90（）mrn．

図午ほ息thv芝一定1こししと，乏の厚t℃に鮒する

（8）



、

正勧向の動作刺得で楠1ぐラメータ’tしZ　fi・L　“〈

いろ。（α）、（嚇紳騨誘劇本駄了・りリル板⊃“
ラス板覧用＼・しと｛の図一ご蚕）る。　こ傲IFり・．厚でしtン

、納λ乞／牛，9t　ltは約λ．／2のと’iに量も動作利

図4㍉厚tt，畠t㌧と勧作斜得の関6糸
　　　（W＝90伽，＋ミq、　3　GHB．）

．（9）



得or高＼・劉偲増加用論電体板付ヰ面ア〉テナか得3

れる。　まに、壇tLt、さ、　tヒに≒＼・て動作斜得．t・，・｛各

くぼる寸3去に鳳期惟があることび・bひるか＼Pe　t　t

l粛して1‡約λ∈／専碕数癌高t軋噛い1さ約
N／zの整数偲で蕊る．図5t団醜科旨h特、隈
示す。（儀）膳誌電体板覧つサないヒ乏のも6）で蕊り、
q♪）ノ　◎、よE‘1’t，そZ“れ了　つ　リ　）しオ長、　3“ラ　ス板1Σ誘電イ本破

℃しヱ1駆・F－　t　X．の厚tt≒λe／4Z－・記にしにと

も①畠t．ヒヒ対する変イし芝苛、して＼・ろ。図ζは高t

L≒x。／2と一定にし爬ともの壇tvこ対するH面
電界穐画特性ポ斐化？i．rTNし、（の、きアクリ）し板部島

了ミ・し壽し，（L5）ほ’Zl・ラス板，でL使った℃芝のものEii、す。

　4。Z．　幅W1ヒ変．えたと，￥＿

　図71志幅w竜qo職か5ち一9tavaきで℃N岡つ“フ狭く

しE℃㌃σ）勧作利得①変6ヒ箆示ず。．（ρ）切図中の蓮論

値な・蹴Q面籏ひ9茨きる値でIO勘8（4．TL　A／＼3）ノ
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